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◎
「
は
っ
と
く
夏
の

大
抽
選
会
」
実
施
中

　

こ
も
ろ
ス
タ
ン

プ
協
同
組
合
恒
例

の
「
は
っ
と
く
シ
ー

ル
夏
の
大
抽
選
会
」

は
、８
月
１
日
（
土
）

～
16
日
（
日
）
ま
で

実
施
中
。

　

特
賞
は
３
本
で
、
▽
牛
肉
セ
ッ
ト
▽
市

内
共
通
タ
ク
シ
ー
券
▽
小
諸
産
ワ
イ
ン
セ

ッ
ト
▽
空
気
清
浄
機
―
の
う
ち
か
ら
１

品
。
１
等
は
５
千
円
分
お
買
い
物
券
（
５

本
）、
２
等
は
２
千
円
分
お
買
物
券
（
10

本
）、３
等
は
千
円
分
お
買
物
券
（
10
本
）。

　

加
盟
店
で
の
お
買
い
物
百
円
に
つ
き
１

枚
発
行
す
る
シ
ー
ル
20
枚
を
、
専
用
応
募

用
紙
に
貼
っ
て
応
募
す
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
事
務
局
（
電
話
０
２
６

７
・
２
２
・
３
３
５
５
）
ま
で
。

信
州
ま
つ
も
と
空
港
定
期
便
再
開
の
お
知
ら
せ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
運
休
し
て

い
た
定
期
便
の
運
行
が
再
開
し
ま
し
た
。

▽
定
期
便

　
【
松
本
札
幌（
新
千
歳
）間
】松
本
発
着
便
各
１
本
。

【
松
本
福
岡
間
】
松
本
発
着
便
各
２
本
。【
松
本
神
戸

間
】
松
本
発
着
便
各
１
本

▽
季
節
運
航
便

　
【
松
本
札
幌
（
丘
珠
）
間
（
８
／
６
～
８
／
１
８
）】

松
本
発
着
便
各
１
本
。【
松
本
大
阪
間
（
８
／
１
～

８
／
３
１
）】
松
本
発
着
便
各
１
本

▽
お
問
い
合
わ
せ

　

信
州
ま
つ
も
と
空
港
利
用
促
進
協
議
会
（
電
話
０

２
６
・
２
３
５
・
７
０
１
９
）。

マル得情報　掲載事業所募集！
　こちらのコーナーは、会員事業所の皆様のフ
リーＰＲスペースとしてご利用いただけます。
　セールやイベントの告知、備品を譲りたいな
ど、ご自由にお使いいただけます。
　毎月 10 日頃までに、文字数 150 ～ 170 文字
程度でＰＲ内容をご記入いただき、当所までＦ
ＡＸ（２２・９０３０）またはメール（kcci@
komoro.org）にてご連絡ください。
　お問い合わせは当所（２２・３３５５）まで。

　

９
０
０
０
円
（
税
込
）
講
習
会
当
日
に
会
場
で
納

付▽
日
程
、
会
場
及
び
定
員
（
東
信
）

【
日
時
】　

11
月
24
日
（
火
）　

受
付
開
始
午
前
９
時

30
分
、
講
習
時
間
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
10
分

ま
で

【
場
所
】　

佐
久
平
交
流
セ
ン
タ
ー
（
大
ホ
ー
ル
）

【
定
員
】
１
０
０
人

【
申
込
方
法
】

　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
申
込
み
：
長
野
県
食
品
衛
生
協
会
Ｈ
Ｐ
か

ら
。

お
近
く
の
地
域
食
品
衛
生
協
会
窓
口
で
申
し
込
み
：

申
込
書
は
右
記
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
（
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
は
受
け
付
け
て
お
り
ま
せ
ん
）。

▽
問
合
せ
先 

長
野
県
食
品
衛
生
協
会
（
０
２
６
・

２
３
４
・
５
０
４
６
）。

食
品
衛
生
責
任
者
養
成
講
習
会
の
ご
案
内

　

食
品
関
係
営
業
施
設
に
は
、
食
品
衛
生
法
施
行
条

例
に
基
づ
き
、
食
品
衛
生
責
任
者
を
設
置
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
学
校
や
病
院
な
ど
の
給

食
施
設
に
お
い
て
も
食
品
衛
生
責
任
者
を
設
置
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
食
品
衛
生
法
改
正
に
よ
り
、
営
業
の
届
出

が
必
要
な
施
設
（
多
く
の
食
品
取
扱
事
業
者
）
に
つ

い
て
も
食
品
衛
生
責
任
者
の
設
置
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
一
般
社
団
法
人
長
野
県
食
品
衛
生
協
会
に
お
い

て
食
品
衛
生
責
任
者
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
講

習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▽
受
講
対
象
者

　

食
品
衛
生
責
任
者
に
な
る
た
め
の
資
格
が
な
く
、

調
理
な
ど
の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
方
も
し
く
は
従

事
す
る
予
定
の
方
で
す
。（
本
講
習
会
は
、
日
本
語

で
行
わ
れ
る
た
め
、
原
則
と
し
て
日
本
語
を
理
解
で

き
る
こ
と
が
必
要
で
す
。） 

▽
受
講
内
容

　

食
品
衛
生
法
（
１
８
０
分
）、
食
品
衛
生
学
（
１

５
０
分
）、
公
衆
衛
生
学
（
30
分
）

▽
受
講
料

省
エ
ネ
診
断
事
業
受
診
の
ご
案
内

　

長
野
県
は
、
省
エ
ネ
専
門
家
と
の
連
携
に
よ
る
省

エ
ネ
診
断
実
施
に
よ
り
、
中
小
規
模
事
業
者
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
量
な
ど
の
見
え
る
化
や
省
エ
ネ
対
策
実

施
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

▽
受
診
案
内

【
診
断
内
容
】

　

県
が
委
嘱
し
た「
信
州
省
エ
ネ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」

及
び
県
に
登
録
し
た「
信
州
省
エ
ネ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
」

が
事
業
所
に
伺
い
、
省
エ
ネ
診
断
を
行
い
ま
す
。 

　

後
日
、
省
エ
ネ
診
断
の
結
果
に
つ
い
て
、
信
州
省

エ
ネ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
解
説
し
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

　

県
Ｈ
Ｐ
（https://www.pref.nagano.

lg.jp/ontai/chusho-shoene.html

）
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
２
６
・

２
３
５
・
７
４
９
１
）
で
。

▽
信
州
省
エ
ネ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
募
集　

　

本
事
業
に
お
け
る
省
エ
ネ
診
断
に
随
行
し
、
省
エ

ネ
診
断
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
信
州
省
エ
ネ
ア
シ
ス
タ

ン
ト
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
実
施
事
項
】

・
受
診
事
業
所
が
作
成
し
た
事
前
調
査
書
の
確
認 

・
省
エ
ネ
診
断
へ
の
随
行 

・
省
エ
ネ
診
断
参
加
実
績
の
報
告

【
応
募
要
件
】

　

県
内
で
環
境
、
施
設
管
理
な
ど
、
省
エ
ネ
に
係
る

業
務
を
行
っ
て
い
る
者
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
士
、
旧

信
州
省
エ
ネ
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
隊
員
、
省
エ
ネ
関
係
業

務
従
事
者
な
ど
）

【
応
募
方
法
】

　

前
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
募
集
要
領
の
応
募
様
式
第
1
号
か

ら
第
4
号
を
作
成
し
、
環
境
政
策
課
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

推
進
室
へ
提
出
。

（
提
出
先
）
〒
３
８
０
―
８
５
７
０
長
野
市
大
字
南

長
野
字
幅
下
６
９
２
―
２　

長
野
県
環
境
部
環
境
政

策
課
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
室

▽
問
合
せ
先　

環
境
部
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
室
（
電

話
０
２
６
・
２
３
５
・
７
０
２
２
）。
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小諸商工会議所青年部　小山 等　会長

　

コ
ロ
ナ
禍
真
っ
た
だ
中
で
会
長
を
務
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
浅
間
山
開
き
の
記
念
登
山

や
市
民
ま
つ
り
み
こ
し
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
時

に
、
ブ
ー
ス
を
出
し
て
物
品
販
売
な
ど
を
し
て

い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に

な
っ
た
の
を
受
け
、
我
々
の
活
動
も
中
止
が
相

次
い
で
い
ま
す
。

　

８
月
の「
こ
も
ろ
ド
カ
ン
シ
ョ
」、10
月
の「
信

州
こ
も
ろ
ふ
ー
ど
ま
つ
り
」
も
す
で
に
中
止
が

決
ま
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
も
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
事
態
の
中
、
頼
れ
る

の
は
自
分
自
身
。
こ
ん
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、

そ
れ
ま
で
の
固
定
概
念
や
プ
ラ
イ
ド
は
捨
て
、

柔
軟
な
思
考
と
逆
転
の
発
想
で
臨
む
こ
と
が
大

事
だ
と
考
え
、
今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
柔

ら
か
頭
―
な
ん
で
も
ア
リ
の
発
想
で
コ
ロ
ナ
に

挑
む
」
と
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
会
員
数
54
人
で
ス
タ
ー
ト
。た
だ
、

こ
の
う
ち
３
分
の
１
に
あ
た
る
18
人
が
飲
食
店

軟
思
考
と
逆
転
発
想

　
　「
何
で
も
ア
リ
」
で
挑
む

柔の
経
営
者
で
、
ま
さ
に
コ
ロ
ナ
禍
で
過
去
に
例

の
な
い
、
見
え
な
い
敵
と
の
戦
い
で
大
変
な
思

い
を
し
て
い
る
。
一
時
よ
り
は
や
や
戻
り
つ
つ

う
だ
め
だ
」
と
思
う
会
員
も
出
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
青
年
部
に
は
54
人
の
仲
間
が

い
ま
す
。
そ
の
会
員
に
し
が
み
つ
い
て
で
も
事

業
を
続
け
よ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
以
前
の

よ
う
な
状
態
に
戻
る
の
は
か
な
り
の
時
間
を
要

す
る
と
思
い
ま
す
が
、
必
ず
こ
の
嵐
は
過
ぎ
去

る
。
仲
間
同
士
で
助
け
合
い
、
こ
の
難
局
を
乗

り
越
え
て
い
き
た
い
と
の
思
い
を
強
く
し
て
い

ま
す
。

　

大
学
卒
業
後
に
小
諸
市
へ
戻
り
、家
業
の「
小

山
商
会
」
に
入
り
ま
し
た
。
同
業
の
先
輩
に
誘

わ
れ
て
入
会
し
た
青
年
部
歴
は
14
年
で
、
現
役

メ
ン
バ
ー
の
中
で
も
長
い
方
に
な
り
ま
し
た
。

長
い
青
年
部
活
動
を
通
じ
、
仕
事
上
だ
け
で
は

知
り
合
え
な
か
っ
た
異
業
種
の
人
を
は
じ
め
、

多
く
の
同
世
代
の
仲
間
に
出
会
え
た
の
は
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
だ
と
思
う
し
、
会
の
中
で
年
長
者

に
な
っ
た
今
は
、
熱
心
に
活
動
す
る
若
手
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
新
し
い
知
識
や
情
報
を
得
ら
れ
る

し
、
刺
激
を
受
け
る
毎
日
で
す
。

Voice to the future

も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
方
で
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
第
二
波
も
予
想
さ
れ
る
緊
迫
し

た
事
態
で
も
あ
り
、
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

も
し
か
す
る
と
、売
り
上
げ
が
落
ち
込
み「
も
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松
井
の
松
井
農
園
（
松
井
哲
男

社
長
）
で
人
気
の
カ
ブ
ト
虫
狩
り

が
、
今
年
も
始
ま
っ
た
。

　

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
畑
に
毎
年
大
量

に
敷
き
詰
め
る
木
材
樹
皮
チ
ッ
プ

の
中
で
育
っ
た
カ
ブ
ト
虫
は
、
観

察
だ
け
で
な
く
触
る
こ
と
が
出
来

き
る
。
期
間
中
は
５
千
匹
以
上
の

カ
ブ
ト
虫
が
捕
獲
さ
れ
る
。

　
「
環
境
に
優
し
い
、
安
心
、
安

全
に
こ
だ
わ
っ
た
、
無
農
薬
・
無

肥
料
・
循
環
型
」
の
栽
培
方
法
が

同
農
園
の
特
徴
。
カ
ブ
ト
虫
も
こ

う
し
た
環
境
の
中
な
の
で
、
毎
年

大
量
に
自
然
発
生
し
て
い
る
。

　

入
園
料
は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩

り
（
食
べ
放
題
）
と
合
わ
せ
て
小

学
生
以
上
８
０
０
円
。
捕
ま
え

た
カ
ブ
ト
虫
を
持
ち
帰
る
場
合
は

カ
ブ
ト
虫
狩
り
人
気

    　
 　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
井
農
園

オ
ス
１
匹
３
０
０
円
、
メ
ス
１
匹

２
０
０
円
。

　

ま
た
、
８
月
中
旬
か
ら
は
極
早

生
種
の
祝
な
ど
リ
ン
ゴ
狩
り
が

始
ま
る
。
２
千
本
を
超
え
る
リ

ン
ゴ
の
木
々
が
広
が
る
同
農
園
に

は
、
20
品
種
以
上
の
リ
ン
ゴ
が
栽

培
さ
れ
て
い
て
、
１
度
に
お
よ
そ

５
０
０
人
が
楽
し
め
る
。

 

入
園
料
は
小
学
生
以
上
８
０
０

円
。
食
べ
放
題
と
り
ん
ご
資
料
館

へ
の
入
館
が
可
能
。
土
産
に
す

る
場
合
１
玉
３
０
０
円
、
カ
ゴ

詰
め
は
中
カ
ゴ
１
５
０
０
円
、
大

カ
ゴ
２
０
０
０
円
、
特
大
カ
ゴ

２
５
０
０
円
。

　

こ
の
ほ
か
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や

釣
り
堀
も
楽
し
め
る
。

　

松
井
社
長
は
「
果
物
を
頬
張
る

お
子
さ
ん
の
笑
顔
が
う
れ
し
い
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
が
明
け
て
県
内
外

か
ら
大
勢
の
お
客
さ
ん
が

来
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
」
と
話
し
て
い
る
。

活力ある事業所情報

　

市
内
の
居
酒
屋
有
志
４
店
舗

が
、
相
生
坂
公
園
で
「
お
弁
当
市

場
」
を
始
め
た
。
毎
週
火
曜
日
の

午
前
11
時
か
ら
で
、
な
く
な
り
次

第
終
了
。

　

出
店
し
て
い
る
の
は
、「
火
付

盗
賊
」（
竹
内
浩
太
代
表
）、「
ち

ゃ
ん
ち
き
」（
高
野
光
雄
代
表
）、

「
山
野
草
」（
柳
沢
裕
規
代
表
）、

「LacBlanc

（
ラ
ッ
ク
ブ
ラ
ン
）」

（
掛
川
絢
太
代
表
）
の
４
店
舗
。

　

弁
当
の
内
容
は
週
替
わ
り
で
、

価
格
は
す
べ
て
７
０
０
円
（
税

込
）。
各
店
最
大
50
食
限
定
。

　

弁
当
を
買
っ
て
す
べ
て
の
店
舗

の
ス
タ
ン
プ
を
貯
め
る
と
、
各
実

店
舗
で
５
％
割
引
券
と
し
て
利
用

で
き
る
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
も
発
行

し
て
い
る
。
弁
当
の
内
容
や
そ
の

他
情
報
は
随
時
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

に
配
信
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
活
動
に
共
感
し
一
緒
に

同
企
画
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
出

店
者
も
募
集
し
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
を
受
け

た
地
域
の
中
小
企
業
者
が
ま
と
ま

り
、
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
共
同

で
取
り
組
む
新
し
い
事
業
に
要
す

る
費
用
を
補
助
す
る
制
度
を
活
用

し
た
も
の
で
、
当
所
も
後
援
し
て

い
る
。

　

８
月
の
出
店
予
定
は
４
、
18
日

が
「
火
付
盗
賊
」
と
「
ち
ゃ
ん
ち

き
」。
11
、
25
日
が
「
山
野
草
」

と
「LacBlanc

（
ラ
ッ
ク
ブ
ラ

ン
）」。

相
生
坂
公
園
で
「
お
弁
当
市
場
」

    　
　
　
　
　
　
　
　

居
酒
屋
４
店
舗

●小諸市甲 4385 ● TEL：22-0881 ●営業時間：
9 ～ 17 時  URL：http://www.matsui-farm.co.jp/
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自
然
体
験
型
ア
ウ
ト
ド
ア
パ
ー

ク
「
ウ
ィ
ス
ラ
ー
・
ス
カ
イ
ベ
ー

ス
・
小
諸
」（
櫻
井
憲
次
代
表
）

が
松
井
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
デ
イ
キ
ャ
ン

プ
が
楽
し
め
る
。
都
心
や
軽
井
沢

か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
良
く
、
県
内

外
か
ら
好
評
を
得
て
い
る
。

　

利
用
料
金
は
す
べ
て
の
プ
ラ
ン

に
テ
ン
ト
や
タ
ー
プ
な
ど
の
デ

イ
キ
ャ
ン
プ
セ
ッ
ト
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
セ
ッ
ト
が
付
き
、
1
日

中
の
利
用
で
、
ご
自
身
で
食
材

を
持
ち
込
む
場
所
の
み
の
プ
ラ

ン
は
大
人
２
５
０
０
円
、
小
中

学
生
１
０
０
０
円
。
食
材
が
付

掲載情報を募集しています ! TEL.0267-22-3355/FAX.0267-23-9030
E-mail:kcci@komoro.org

　

品
種
は
ハ
イ
ブ
ッ
シ
ュ
系
を

中
心
に
様
々
な
種
類
が
植
え
ら

れ
て
い
る
。
８
月
の
実
は
酸
味

と
甘
み
が
強
く
味
の
濃
さ
が
特

徴
。
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
１
本
１
本

の
味
も
異
な
る
た
め
、
お
気
に

入
り
の
木
を
見
つ
け
る
楽
し
み

方
も
で
き
る
。

　

入
園
料
は
小
学
生
以
上

４
０
０
円
、
３
～
５
歳
３
０
０

円
、
０
～
２
歳
無
料
（
時
間

無
制
限
、
食
べ
放
題
）。
摘
み

取
っ
た
分
を
持
ち
帰
る
場
合

は
１
０
０
ｇ
１
２
０
円
（
１
㎏ 

１
２
０
０
円
）
で
販
売
。
収
穫

量
の
制
限
な
し
。
９
月
上
旬
ま

で
楽
し
め
る
。
予
約
不
要
。

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り
最
盛
期　
　
　
　

　
　

 　
　
　

浅
間
高
原
農
場

●小諸市甲 4450 ● TEL：22-1646 ●営業時間：９～ 17 時 https://www.asamakougenfarm.com/farm

ア
ウ
ト
ド
ア
を
気
軽
に
体
験

　
　
　

ス
カ
イ
ベ
ー
ス
小
諸

　

松
井
の
浅
間
高
原
農
場
（
塩

川
聡
代
表
）
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

狩
り
が
最
盛
期
を
迎
え
て
い

る
。

　

同
農
場
は
、
先
代
の
塩
川
功

さ
ん
が
27
年
前
か
ら
栽
培
を
始

め
、
今
で
は
1
３
０
０
０
本
に

ま
で
増
え
た
。
土
作
り
を
大
切

に
し
、「
果
樹
を
育
て
る
日
々

の
作
業
を
大
事
に
し
、
お
客
様

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
農
園
」
を

心
掛
け
て
い
る
。

　

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
紫
色
の
色

素
・
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
が
豊
富

で
、
疲
れ
目
の
回
復
、
抗
酸
化

作
用
で
目
の
老
化
を
防
ぐ
と
い

わ
れ
て
い
る
。
従
業
員
も
「
眼

鏡
を
か
け
な
く
て
も
新
聞
が
読

め
る
の
は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
お

か
げ
」
と
話
す
。

い
て
い
る
手
ぶ
ら
プ
ラ
ン
は
大

人
３
８
０
０
円
～
、
小
中
学
生

１
９
０
０
円
～
。

　

食
材
は
長
野
県
産
の
肉
、
野

菜
、
パ
ン
、
フ
ル
ー
ツ
。
道
具

を
持
参
し
な
い
手
ぶ
ら
で
立
ち

寄
り
、
片
付
け
不
要
で
利
用
で

き
、
持
ち
込
み
も
可
能
。
メ
ニ

ュ
ー
や
肉
の
量
な
ど
相
談
の

上
、対
応
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
施
設
内
で
ソ
フ
ト
ド

リ
ン
ク
や
ビ
ー
ル
な
ど
ア
ル
コ

ー
ル
類
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
、

特
製
ふ
わ
ふ
わ
か
き
氷
も
販

売
。
今
後
は
ふ
れ
あ
い
動
物
園

や
子
ど
も
た
ち
向
け
の
遊
具
を

設
置
す
る
予
定
と
い
う
。

　

櫻
井
代
表
は
「
信
州
小
諸
の

自
然
や
環
境
の
良
さ
を
感
じ
て

い
た
だ
き
、
観
光
客
や
移
住
者

が
増
え
た
ら
う
れ
し
い
」
と
話

す
。

　

予
約
は
電
話
と
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
受
け
付
け
て
い
る
。

●小諸市甲 4444-1 ● TEL：050-5329-8267 ●営業時間： 10 時半～ URL：https://www.officekaruizawa.com/bbq
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当
所
と
こ
も
ろ
観
光
局
（
花
岡
隆
理
事

長
）、
佐
久
法
人
会
小
諸
支
部
（
塩
川
秀
忠

支
部
長
）
は
６
月
30
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
打
撃
を
受
け
た
中

小
、
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
支
援
を
求

め
る
要
望
書
を
市
に
提
出
し
た
。

　

今
年
3
月
に
同
３
団
体
が
制
度
融
資
の

条
件
緩
和
策
な
ど
に
つ
い
て
緊
急
提
言
を

し
た
が
、
こ
の
対
策
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

コ
ロ
ナ
後
も
見
据
え
た
支
援
策
の
要
望
を

ま
と
め
た
も
の
。

　

要
望
内
容
は
次
の
通
り
。

１
・
資
金
繰
り
支
援

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

資
金
」
の
融
資
条
件
の
変
更
に
つ
い
て

① 

利
子
補
給
期
間
の
延
長（
2
年
→
3
年
）

② 

融
資
金
額
の
増
額
（
２
千
万
円
→

３
千
万
円
）

２
・
事
業
継
続
給
付
金
の
新
設
（
持
続
化

給
付
金
の
フ
ォ
ロ
ー
策
）
に
つ
い
て

[

次
の
事
業
者
に
対
し
、
中
小
法
人
等
…

20
万
円
、
個
人
事
業
者
等
…
10
万
円
を
給

付
す
る]

① 

国
の
持
続
化
給
付
金
受
給
者
の
う
ち
、

国
の
給
付
金
受
給
対
象
月
以
外
で
、
前
年

同
月
比
売
上
が
５
０
％
以
上
減
少
し
た
事

業
者
に
対
し
て
支
給　
　

コ
ロ
ナ
対
策
で
利
子
補
給
延
長
な
ど
要
望

　

当
所
は
、
会
員
事
業
所
の
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
情
報
を
ウ
ェ
ブ
ペ

ー
ジ
で
発
信
し
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
、
飲
食
店

② 

国
の
持
続
化
給
付
金
受
給
対
象
に
至
ら

な
い
が
売
上
が
大
き
く
ダ
ウ
ン
（
30
％
～

50
％
未
満
）
し
て
い
る
事
業
者
に
対
し
て

支
給
（
国
の
持
続
化
給
付
金
受
給
者
は
対

象
外
）

３
・ 

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

対
策
に
つ
い
て

① 

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
等
の
環
境
整
備
、
非

対
面
型
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
へ
の
挑
戦
等
へ

取
り
組
む
事
業
者
に
対
す
る
助
成
金
の
新

設
。

② 
機
械
設
備
導
入
事
業
者
に
対
す
る
助
成

金
の
改
善
・
拡
充
。

③ 

景
気
が
激
し
く
落
ち
込
む
中
、
宿
泊
・

飲
食
な
ど
サ
ー
ビ
ス
・
小
売
業
に
留
ま
ら

ず
、
建
設
・
製
造
・
卸
売
業
な
ど
あ
ら
ゆ

る
業
種
・
業
界
に
経
済
活
動
の
長
期
低
迷

が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
引
続
き
、
全
て

の
業
種
・
業
界
に
目
配
り
頂
き
、
夫
々
の

業
界
に
と
っ
て
需
要
喚
起
を
促
す
た
め
の

政
策
と
し
て
、
補
助
金
（
市
民
を
対
象
と

す
る
も
の
を
含
む
）
の
新
設
を
検
討
願
い

た
い
。

４
・
そ
の
他

　

中
小
・
零
細
小
規
模
事
業
者
が
置
き
去

り
に
な
ら
な
い
よ
う
、
こ
れ
ま
で
の
対
応

策
全
体
に
つ
い
て
分
析
・
振
り
返
り
を
行

っ
て
頂
き
、
適
切
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と

新
た
な
施
策
展
開
を
お
願
い
し
ま
す
。

　当所中小企業相談所は、制度改正
に伴う専門家派遣等派遣事業として

「雇用調整助成金」、「働き方改革」、
「消費税のインボイス制度」、「民法
改正」などの制度改正に準備しても
らうため、ウェブセミナーページを

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
対
応
店

 
ウ
ェ
ブ
で
情
報
発
信

ウェブセミナー開講中

当
所
な
ど
３
団
体 

３
月
に
続
き
２
度
目

や
観
光
施
設
な
ど
で
の
需
要
が

激
減
す
る
中
、
自
社
努
力
を
進

め
る
事
業
者
を
後
押
し
し
、
経

済
の
縮
小
を
緩
和
す
る
目
的
の

緊
急
対
策
事
業
の
一
環
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

利
用
に
あ
た
っ
て
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
の
上
、
直
接
各

店
舗
へ
問
い
合
わ
せ
の
こ
と
。

当所ホームページ内に開設した。
　映像と音声による本格的なセミナ
ーが事業所や自宅など、好きな時間
に何度でも無料で受講が可能。
　受講にあたってはＩＤとアカウン
トが必要。ＩＤ：0816　パスワード：
3355
　実施期間は 12 月 31 日まで。

　

当
所
と
中
小
企
業
相
談
所
に

よ
る
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
総
合
相

談
会
」
は
、
７
月
21
日
に
小
諸

グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

で
開
い
た
。

　

法
律
や
税
務
、
経
営
、
金
融
、

創
業
、
事
業
継
承
な
ど
他
分
野

に
わ
た
る
相
談
を
専
門
家
が
対

応
。
４
年
前
か
ら
年
３
回
開
催

し
て
お
り
、
今
回
は
今
年
度
の

初
開
催
と
な
る
。

　

相
談
内
容
の
多
く
は
法
律
や

税
務
と
な
る
が
、
今
回
は
創
業

分
野
や
金
融
を
含
め
、
前
年
同

月
開
催
の
申
込
の
倍
近
い
18

人
、
27
件
の
相
談
を
受
け
付
け

た
。

　

会
員
企
業
か
ら
の
相
談
が
増

え
た
の
も
今
回
の
特
徴
。

　

ま
た
。
会
場
を
当
所
か
ら
小

諸
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ

ル
へ
変
更
し
た
た
め
、
駐
車
場

の
問
題
も
解
消
さ
れ
た
こ
と
も

件
数
増
加
の
要
因
と
考
え
ら
れ

る
。

　

次
回
は
11
月
を
予
定
。

例
年
の
倍
の
相
談
件
数
　
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
総
合
相
談
会
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建　設

◆
工
業
委
員
会
　
７
月
１
日

・
令
和
２
年
度
事
業
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

・
コ
ロ
ナ
対
策
支
援
事
業
に
つ
い
て

◆
建
設
委
員
会
　
７
月
10
日

・
小
諸
市
よ
り
「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た

移
住
促
進
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て

・
市
へ
の
要
望
に
つ
い
て

・
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

◆
商
業
委
員
会　

７
月
15
日

・
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｏ　

Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ　

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ

に
つ
い
て

・
小
諸
市
の
現
状
に
つ
い
て

◆
経
済
環
境
委
員
会
　
７
月
16
日

・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
経
済
対
策
、
税
制
な
ど
に
つ

い
て

・
コ
ロ
ナ
対
策
事
業
に
つ
い
て

委員会活動から

工　業
事
業
支
援
の
た
め
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
発
足

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が

 

実
戦
デ
ビ
ュ
ー

ア
ス
リ
ー
ト
支
援

千
ｍ
林
道
の
草
刈
り
を
実
施

高トレ特別

ものづくり特別

委員会だより ７月の議題

　

当
所
建
設
委
員
会
（
谷
和
人
委
員
長
）
と
、
高
地

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
推
進
特
別
委
員
会
（
塩
川
秀
忠
委
員

長
）
は
７
月
１
日
、
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
地
と
し
て

多
く
の
ア
ス
リ
ー
ト
が
訪
れ
る
千
メ
ー
ト
ル
林
道
の

整
備
を
行
っ
た
。

　

市
内
業
者
で
構
成
す
る
小
諸
市
建
設
協
議
会
と
小

諸
市
水
道
工
事
協
会
が
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
運
動
の
一

環
で
毎
年
草
刈
り
を
行
っ
て
お
り
、
２
年
前
よ
り
「
小

諸
市
エ
リ
ア
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
推
進
協
議
会
」
の

メ
ン
バ
ー
で
あ
る
当
所
も
協
働
で
実
施
し
て
い
る
。

　

当
日
は
雨
上
が
り
の
足
元
の
悪
い
中
、
21
社
と
当

所
の
建
設
、
高
ト
レ
特
別
委
員
会
か
ら
14
人
も
参
加

し
た
。

　

次
回
は
８
月
を
予
定
。

　

当
所
工
業
委
員
会
（
小
林
純

委
員
長
）
は
、
７
月
16
日
に
事

業
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
の
会

議
を
開
催
し
た
。

　

企
業
の
抱
え
る
課
題
が
多
様

化
し
、
専
門
的
な
知
識
や
解
決

策
を
必
要
と
さ
れ
て
き
て
い
る

こ
と
を
背
景
に
、
シ
ニ
ア
世
代

を
対
象
と
し
て
「
事
業
支
援
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
」
の
立
ち
上
げ
を

企
画
。
公
募
に
対
し
て
７
人
の

応
募
が
あ
り
、
こ
の
日
が
初
め

て
の
顔
合
わ
せ
と
な
っ
た
。

　

経
歴
は
、
優
良
企
業
Ｏ
Ｂ
や

上
場
企
業
の
取
締
役
経
験
者
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
。

　

会
議
で
は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
の
事
業
内
容
や
委
託
契

約
な
ど
に
つ
い
て
説
明
。
優
れ

た
能
力
や
資
格
、
技
術
、
経
験

等
を
有
効
活
用
し
、
人
材
や
後

継
者
の
育
成
、技
術
向
上
対
策
、

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
対
策
、
販
路
拡

大
な
ど
の
各
企
業
に
寄
り
添
っ

た
課
題
解
決
支
援
に
繋
げ
て
い

く
考
え
だ
。

　

今
後
も
会
議
を
重
ね
、
８
月

中
に
事
業
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ

う
準
備
を
進
め
る
。

　

な
お
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
随

時
募
集
す
る
。
詳
細
に
つ
い
て

は
、
小
諸
商
工
会
議
所
ま
で
。

　

販
路
拡
大
や
創
業
に
役
立
て

て
も
ら
う
た
め
、
当
所
が
こ
の

春
購
入
し
た
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が

７
月
15
日
、
相
生
町
で
毎
週
２

日
行
わ
れ
て
い
る
フ
ー
ド
ス
テ

ー
ジ
に
実
戦
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。

　

当
日
は
「
こ
も
ろ
ん
味
噌
焼

そ
ば
」
50
人
分
を
調
理
、販
売
。

「
焼
き
そ
ば
を
焼
く
音
や
香
り

も
楽
し
め
る
」「
作
り
た
て
だ

け
に
お
い
し
そ
う
」
と
、
訪
れ

た
客
か
ら
好
評
だ
っ
た
。

　

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
は
今
後
、
会

員
事
業
所
向
け
に
無
料
で
貸
し

出
す
計
画
で
、
今
月
か
ら
受
け

付
け
を
開
始
。
店
舗
を
持
た
な

く
て
も
新
商
品
の
Ｐ
Ｒ
や
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
も
活

用
で
き
る
た
め
、
コ
ロ
ナ
禍
を

乗
り
越
え
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
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名
古
屋
鉄
道
名
和
駅
で
下
車
し

徒
歩
で
５
分
ほ
ど
行
っ
た
と
こ
ろ

に
、
き
れ
い
な
目
立
つ
建
物
が
あ

る
。
こ
こ
が
ヤ
マ
ダ
イ
ン
フ
ラ
テ

ク
ノ
ス
株
式
会
社
の
本
社
お
よ
び

工
場
で
あ
る
。

　

同
社
の
主
事
業
は
、
橋
な
ど
の

鋼
構
造
物
の
塗
装
、
各
種
プ
ラ
ン

ト
・
発
電
所
の
塗
装
・
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
表
面
処
理
に
加
え
て
、
橋

塗
装
工
事
の
工
法
開
発
や
、
そ
う

し
た
工
事
の
機
械
開
発
な
ど
で
あ

る
。
こ
の
分
野
で
は
全
国
有
数
の

総
合
企
業
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
国
や
都
道
府
県
、
さ

ら
に
は
市
区
町
村
な
ど
地
方
公
共

団
体
が
業
者
に
委
託
し
、
建
造
し

た
橋
は
全
国
各
地
に
73
万
あ
り
、

そ
の
う
ち
約
31
万
、
率
に
し
て

約
40
％
は
鋼
鉄
製
で
あ
る
。
同
社

が
と
り
わ
け
行
政
を
は
じ
め
と
し

た
関
係
企
業
か
ら
高
く
評
価
さ
れ

て
い
る
の
は
、
そ
の
新
設
の
塗
装

や
、
維
持
・
補
修
の
塗
装
で
あ
り
、

こ
の
分
野
で
は
ト
ッ
プ
企
業
で
あ

る
。

　

同
社
が
成
長
発
展
し
て
き
た
要

因
の
一
つ
は
、
同
社
が
単
な
る
塗

装
屋
さ
ん
で
は
な
い
点
で
あ
る
。

塗装を革新する『ヤマダインフラテクノス』
同
社
が
独
自
に
開
発
し
た
「
循
環

式
エ
コ
ク
リ
ー
ン
ブ
ラ
ス
ト
工

法
」
と
呼
ば
れ
る
塗
装
工
法
が
強

み
で
あ
る
。

　

鋼
構
造
物
の
長
寿
命
化
の
た
め

の
重
防
食
塗
装
の
際
、
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
の
は
、
塗
装
を
は
が

し
、
錆
（
さ
び
）
を
と
る
素
地
調

整
で
あ
る
。
従
来
の
主
流
は
、
珪

砂
（
け
い
し
ゃ
）
や
ス
ラ
グ
な

ど
、
非
金
属
系
研
削
材
を
使
用
す

る
ブ
ラ
ス
ト
法
と
呼
ば
れ
る
工
法

で
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
方
法
で
は
、
1
橋
当
た

り
１
０
０
０
㎡
の
施
工
で
、
約
40

ト
ン
も
の
再
利
用
不
能
の
有
毒
性

廃
棄
物
が
発
生
す
る
と
い
う
問
題

が
あ
っ
た
。

　

同
社
は
何
と
か
こ
の
問
題
を
解

決
し
よ
う
と
取
り
組
み
、
試
行
錯

誤
の
末
、
ス
チ
ー
ル
グ
リ
ッ
ト
と

い
う
金
属
系
研
削
材
を
循
環
利
用

す
る
工
法
を
考
案
し
て
い
る
。
こ

の
工
法
で
は
、
廃
棄
物
を
剥
が
し

た
塗
装
カ
ス
の
み
の
発
生
で
、
し

か
も
わ
ず
か
１
ト
ン
に
抑
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

同
社
が
す
ご
い
の
は
、
こ
の
独

自
開
発
し
た
工
法
を
、
な
ん
と
特

許
を
取
ら
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。

そ
の
訳
は
、
こ
の
技
術
を
業
界
発

展
の
た
め
の
「
活
用
促
進
技
術
」

と
位
置
付
け
た
か
ら
で
あ
る
。
同

社
が
成
長
発
展
し
て
き
た
も
う
一

つ
の
要
因
は
、
創
業
以
来
一
貫
し

て
、
大
家
族
的
経
営
を
実
践
し
て

き
た
点
で
あ
る
。

　

33
歳
で
バ
ト
ン
を
受
け
た
現
２

代
目
社
長
は
、
創
業
者
の
「
社
員

は
家
族
」
を
重
視
し
、
市
場
は
こ

の
間
、
戦
略
的
に
変
え
て
い
っ
た

が
、
大
家
族
的
経
営
と
い
う
考
え

方
は
決
し
て
変
え
な
か
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
同
社
は
96
人
全
社

員
が
正
社
員
で
あ
る
ば
か
り
か
、

残
業
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
午
後
５

時
の
定
時
に
大
半
の
社
員
は
退
勤

し
て
い
る
。
こ
れ
も
社
長
が
「
家

族
だ
ん
ら
ん
の
ひ
と
時
」
を
大
切

に
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
温
か
い
経
営
に
よ

り
、
同
社
の
社
員
の
定
着
率
は
極

め
て
高
く
、
過
去
５
年
間
で
離
職

者
は
わ
ず
か
１
人
で
あ
る
。
も
と

よ
り
業
績
も
抜
群
で
あ
る
。
こ
う

し
た
経
営
が
評
価
さ
れ
「
第
10
回

日
本
で
い
ち
ば
ん
大
切
に
し
た
い

会
社
」
大
賞
で
、
審
査
委
員
会
特

別
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。（
人
を

大
切
に
す
る
経
営
学
会
会
長
・
坂

本
光
司
）

山岸喜昭
㈱アサマリゾート

掛川　勝
㈲梅香園

村松丈徳
古久庄 村松商店

金井賢吾
㈱佐久電気

山浦邦雄
カットショップピノキオ

委 

員 

長

副
委
員
長

依田悦子
㈲エル美容室

副
委
員
長

吉田　俊
㈲ヨシダ

前川　章
(資) 前川モータース

原　佳子
㈲ＡＡＡ

中沢智文
中屋道具店

依田利宣
㈲丁子屋

近藤哲哉
カフェ・ダイニング クレッセント

　小規模事業者と商工会議所とのパイプ役として、私たちがご相談をお受けいたします。お気軽にお
声をおかけください。

（任期　令和２年４月１日～令和５年３月 31 日）

小諸商工会議所振興委員の紹介
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
揺
れ
る
中
、
そ
の
支
援
対
策
を
下
支
え
す

る
の
は
経
済
活
動
だ
。
こ
れ
が
動
か
な
い
限
り
、
収
束
後
に
は
企
業
も
店
も
無
く
な

っ
て
い
た
…
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

　

自
粛
や
休
業
に
追
い
込
ま
れ
て
い
た
市
内
の
飲
食
、
宿
泊
業
も
こ
こ
に
来
て
よ
う

や
く
動
き
始
め
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
前
よ
り
も
収
容
人
員
や
稼
働
ス
ペ
ー
ス
を
縮
小
し

て
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、「
売
上
が
い
き
な
り
元
通
り
に
と
は
い
か
な
い
」

「
い
つ
ま
で
も
こ
の
状
況
で
は
い
ず
れ
体
力
が
落
ち
る
」
と
い
う
経
営
者
の
声
も
多

く
耳
に
す
る
。

　

観
光
地
と
し
て
実
施
の
期
待
も
高
か
っ
た
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
東
京
除

外
が
決
ま
り
、
こ
ち
ら
も
先
々
ま
で
の
効
果
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
受
け
入

れ
側
と
し
て
は
３
密
、
消
毒
対
応
な
ど
「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
沿
っ
た
対
応
を
と

る
し
か
な
い
が
、
こ
ち
ら
も
決
し
て
希
望
に
満
ち
た
「
新
し
い
」
で
は
な
い
こ
と
だ

け
は
確
か
な
よ
う
だ
。

▽
５
日
（
水
）

・
税
務
相
談　
（
13
時
～
）

▽
６
日
（
木
）

・
法
律
相
談　
（
13
時
半
～
）

▽
11
日
（
火
）

・
経
営
相
談　
（
９
時
～
）

▽
18
日
（
火
）

・
労
務
年
金
相
談　
（
13
時
～
）

▽
20
日
（
木
）

・
登
記
法
律
相
談　
（
13
時
～
）

▽
22
日
（
土
）

・
機
工
同
友
会
親
睦
野
球
大
会

▽
24
日
（
月
）

・
ガ
ス
溶
接
技
能
講
習
会

▽
25
日
（
火
）

・
ガ
ス
溶
接
技
能
講
習
会

▽
26
日
（
水
）

・
建
設
関
係
団
体
長
懇
談
会　

　
（
16
時
～
）

事
業
所
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ

杜氏 大塚 白実 さん

自
然
と
の
関
わ
り
が
生
む
酒
造
り

大塚酒造

　私は自然と関わることが大好きです。大学時代は
ニホンザルの生態を研究し、卒業後は自然との触れ
合いを教育に役立てたいと思い、野外保育の仕事を
志したほどです。
　実家の仕事に携わるようになったのは、短大卒業
前に、杜氏が高齢となり、自分が跡を継いで蔵の将
来を支えていきたいという気持ちが強くなったから
です。その後、東京の酒類総合研究所で基礎を学び、
杜氏の下で修業をした後、広島の研究所で再び学び
直しました。
　杜氏として製造を任されるようになって５年目を
迎えます。今までの仕事で一番大変だったのは、前
回の暖冬の際の酒造りでした。日本酒は、人と自然
との関わりが深く、その品質は温度変化にも大きく
左右されます。小さなタンクは特に大きな影響を受
けやすいことから、気になって夜も寝つけず、何度
も様子を見にいくこともありました。しかし、熱意
をもって取り組めば結果はついてくる。お客様の笑
顔の反応を見ることは何よりもうれしく、私のやり
がいとなっています。
　休日の楽しみは読書と山登り。池井戸潤や宮部み
ゆきの小説を愛読し、夏には大学時代の友人と県内
外の山を登っています。連休にはテント泊をしたり
縦走にも挑戦しつつ、浅間山など近隣の山にも何度
も足を運んでいます。プライベートも、自然との関
わりが私のエネルギーになっています。
　将来の目標は、小諸のお酒といえば『浅間嶽』と
言ってもらえるような酒造りをしたい。まだまだ道
のりは長いですが、日々の経験を糧に、杜氏として
の感覚を更に磨いていきたいと思っています。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
予

定
が
急
遽
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　小諸相生郵便局では、局の窓口に
ある専用ワゴンを利用した『食品・
非食品』の無人販売がご利用いただ
けます。
▽利用料金
１ヵ月 1,100 円～ 4,400 円（税
込）
販売可能な品目などの詳細につい
ては小諸郵便局（電話 25-0520）
までお問合せ下さい。

郵便局で無人販売を

き よ み

■
議
員
職
務
執
行
者
変
更

・
浅
間
技
研
工
業
㈱　

吉
川
健
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